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みんなの顔が見えるまち

20

人
権
擁
護
委
員
に

瀧
口
和
男
さ
ん
、

池
本
積
さ
ん
が
再
任

　

人
権
擁
護
委
員
に
瀧
口
和
男
さ
ん

（
武
蔵
町
糸
原
）、
池
本
積
さ
ん

（
国
見
町
向
田
）
が
１
月
１
日
付
け

で
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。（
任
期
は
３
年
）

　

人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
は
、

•
人
々
の
間
に
正
し
い
人
権
の
考
え

方
を
広
め
、
自
由
人
権
思
想
の
啓

発
に
努
め
る
こ
と
。 

•
地
域
住
民
の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い

よ
う
に
監
視
す
る
こ
と
。 

•
も
し
、
人
権
が
侵
さ
れ
た
人
が
い

た
場
合
は
、
相
談
相
手
に
な
り
、

適
切
な
処
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ

っ
て
救
済
す
る
こ
と
。 

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
感
じ
た
り
、
困
り
ご
と
や
心

配
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

人
権
・
同
和
対
策
課

　

☎
０
９
７
８
72
９
０
０
１

杵
築
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

大
分
法
務
局
杵
築
支
局

　

☎
０
９
７
８
62
２
２
７
１

　

隣
保
館
で
は
、
地
域
社
会
に
お
け

る
中
心
施
設
と
し
て
住
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
相
談
を
は
じ
め
、
地
域
福
祉
、

人
権
問
題
啓
発
活
動
な
ど
の
事
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
一
般
的
な
福
祉
行
政
の
対

応
の
み
で
は
解
決
さ
れ
な
い
地
域
づ
く

り
や
住
民
の
自
由
活
動
の
手
助
け
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
連
日
子

ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
悲
し
い
で
き

ご
と
が
、
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
内
容
は
上
記
の
通
り
、
野
球

教
室
を
主
体
と
し
て
計
画
し
て
い
ま

す
。

対
象
児
童

小
学
校
新
４
年
生
〜
新
６
年
生

練
習
場
所

武
蔵
第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
予
定

（
応
募
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
り
変
更

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
）

練
習
日
　

週
２
日
程
度

（
応
募
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
）

募
集
期
間

２
月
10
日
㈯
〜
３
月
15
日
㈭

（
当
日
消
印
有
効
）

　

応
募
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
３
月
15
日

㈭
ま
で
に
、
上
記
応
募
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
設
置
場
所
に
提
出
す
る
か
、
国
東

市
隣
保
館
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
設
置
場
所

・
国
東
市
隣
保
館

・
各
総
合
支
所
窓
口

・
各
市
立
図
書
館

・
国
見
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

・
武
蔵
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

国
東
市
隣
保
館

担
当
　

安
部
・
松
本

☎
０
９
７
８
68
１
７
２
２

〒
８
７
３-
０
４
１
２

国
東
市
武
蔵
町
古
市
１
１
３
８-

１

隣
保
館
で
心
と
体
を
鍛
え
よ
う

元
気
な
体
、や
さ
し
い
心
!!

　

こ
の
よ
う
な
社
会
環
境
の
中
で
国

東
市
隣
保
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人

一
人
が
「
思
い
や
り
の
心
」
を
持
つ
こ

と
、
そ
し
て
、
今
、
こ
こ
に
生
き
て
い

る
か
け
が
え
の
な
い
「
自
分
」
の
命
の

大
切
さ
に
気
づ
い
て
、
「
自
分
」
も

「
友
達
」
も
共
に
大
切
な
「
一
人
」
な

の
だ
と
い
う
事
実
を
伝
え
た
い
と
考

え
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
親
子
で
学
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
「
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
」
事
業
を
実
施
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

・設立説明会
・野球教室
・野球教室
・親子ふれあい学習会
・野球教室
・野球教室
・野球教室
・親子ふれあい学習会
・野球教室
・野球教室
・親子ふれあい学習会

・親子ふれあい学習会

・駅伝大会参加
・高校野球見学
・むさしカルティバル参加
・人権フェスティバル参加
・お楽しみ会（例：クリスマスなど）

備考（予定）
・ドッジボール大会参加
・プロ野球見学

４月
５月

６月

７月
８月

９月

10月
11月
12月
１月
２月
３月

月 内容（予定）
◎児童福祉手当
　この手当を受けることができる方は、18歳到達後最初
の３月31日までの間にある児童を養育している母子家庭
の母及び父子家庭の父です。
①手当の額は、児童１人当たり年額10,000円です。（た
だし、受給資格を有する期間が１年に満たない場合
は、月割りにより算出した額とします。）
②受給資格者の世帯に所得税の納税義務を有する世帯員
がいるときは、手当は支給されません。

◎遺児手当
　この手当を受けることができる方は、18歳到達後最初
の３月31日までの間にある遺児を養育している方です。
①手当の額は、児童１人当たり年額15,000円です。（た
だし、受給資格を有する期間が１年に満たない場合
は、月割りにより算出した額とします。）

ご存知ですか？　ひとり親家庭に関する制度
国東市児童福祉手当、遺児手当及び入学支度金制度

②受給資格者の世帯に所得税の納税義務を有する世帯員
がいるときは、手当は支給されません。

◎入学支度金
　この手当を受けることができる方は、小学校又は中学
校に入学する母子家庭児童、父子家庭児童及び遺児を養
育している方です。
①手当の額は、児童１人当たり年額5,000円です。
②受給資格者の世帯に所得税の納税義務を有する世帯員
がいるときは、手当は支給されません。

＊これらの手当の受給については、申請が必要です。
（平成18年度分の受付は、３月９日㈮までです。）

＊「母子家庭」・「父子家庭」・「遺児」の定義等ご不明
な点は、お問い合わせください。

　この手当を受けることができる方は、次の条件に当て
はまる18歳到達後最初の３月31日まで（一部20歳まで）
の間にある児童を監護している母や、母にかわってその
児童を養育している方です。
①父母が離婚した後、父と生計を同じくしていない児童
②父が死亡した児童
③父が政令で定める程度の障害（国民年金の障害等級１
級程度）にある児童
④父の生死が明らかでない児童

児童扶養手当制度
⑤父から引き続き１年以上遺棄されている児童
⑥父が法令により引き続き１年以上拘禁されている児童
⑦母が婚姻によらないで懐胎した児童
⑧すて児などで、母が児童を懐胎したときの事情が不明
である児童
　なお、母又は養育者が公的年金給付を受けることがで
きるときなど、上記の条件に当てはまる場合において
も、手当を受けることができない場合があります。

　下記に該当する方（助成対象者）が医療機関で受診さ
れたときは、国東市がその費用（食事療養費等対象にな
らない費用があります。）の一部を助成します。ただ

ひとり親家庭医療費助成制度
し、助成対象者の所得が一定額以上である場合は、助成
することができません。

　満70歳未満の寡婦（かつて母子家庭の母であって、現
在配偶者のいない方）の方が医療機関で受診されたとき
は、国東市がその費用（食事療養費等対象にならない費
用があります。）の一部（助成対象費用の１／２）を助

寡婦医療費助成制度
成します。ただし、その方の世帯に所得税の納税義務を
有する世帯員がいるときは、助成することができませ
ん。

　これらの制度を利用するためには、申請が必要です。詳しくは、下記までおたずねください。
問い合わせ
　国東市福祉事務所福祉係　☎0978725164　　　　　　　国見総合支所地域市民健康課福祉係　☎0978821112
　武蔵総合支所地域市民健康課福祉係　☎0978681112　　安岐総合支所地域市民健康課福祉係　☎0978671114

助成対象者
母子家庭の母
母子家庭の児童
父子家庭の父
父子家庭の児童
父母のいない児童

説　　　　　明
18歳に達する日以降の最初の3月31日までの間にある児童を監護している者
18歳に達する日以降の最初の3月31日までの間にある者
18歳に達する日以降の最初の3月31日までの間にある児童を監護している者
18歳に達する日以降の最初の3月31日までの間にある者
18歳に達する日以降の最初の3月31日までの間にある者


